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はじめに

東南アジア最大の湖であるとともに熱帯低地に位置する湖沼としては世界最大のトンレサップ湖は，

雨季と乾季とで面積が5倍にも変化し，それにともなって水深も大きく変わる湖として有名である高

水位期になると低水位期の湖畔に繁茂していた植生は水没して一部が浸水林となり，世界でもまれ

な景観として同国有数の観光地ともなっている．また，この湖は世界でも類を見ないほどに多種多様

で，豊富な現存量を有する生物相を擁することで知られ，たとえば単位面積あたりの漁獲高は淡水域

としては世界最高の部類に入るとされる．さらにこの湖は栄華をきわめたクメール王朝期を含め現在

に至るまで，カンポジアに住む人々の社会・文化・生活のあらゆる面にわたって密接な存在であり続

けてきたトンレサップ湖そのものの自然環境や湖が生み出す水産資源がカンボジアの人々を支え

続けてきたともいえよう．これに加え，アジア有数の大河メコンとトンレサップ川によって連絡する同湖

は，メコン河の天然の遊水池として同河下流域の洪水の防止に大きく貢献していることが知られてい

るまたメコン河はチベット高地に端を発し南シナ海へ注ぐ広大な水系であることから，寒帯から熱帯

に至るさまざまな気候帯に生息する生物群集の連続性が知られており，生物地理学上，同湖はこれ

らの生物の保育地として重要な位置にあるともいえる

このようにトンレサップ湖は学術的にきわめて膜味深い湖沼であり，カンボジアのみならずメコン河

流域に位置する諸国にとっても社会生活の基盤としてかけがえのない存在である．しかし，カンボジ

アやその周辺諸国における長年の戦乱や政情不安などのためこれまで同湖の調査が十分になされ

てきたとはいえず，かつての調査結果にも散逸してしまったものが多い．たとえば，雨季と乾季で湖の

景観を大きく変化させる水や堆稲物の収支について，定量的な観測・解析はいまだ行われていない．

また魚類や鳥類の種類・現存量の豊富さから，この湖にはそれを支えるだけの自然環境や生物群集

が存在することは容易に想像されるものの，生物群集の詳細やそれらが構築する生態系に関する基

礎情報はほとんどない．産業的に重要な魚類の生態すらその大部分が未解明である．そして一方で

は，湖自体やメコン河水系の大規模開発が計画あるいは実施されている最近の社会情勢や，熱帯低

地に位置するこの湖が地球温暖化による海面上昇の影響を直接的に被りやすいことを考えると，湖

の自然環境にかかわる基盤情報を収集・解析・提示することはまさに急務といえるなかでもこの湖が

誇る生物多様性とそれを保障している環境要素の詳細を明らかにし，生態系としての維持機構を評

価することは，学術的にも社会的にも重要である．

本研究の研究代表者ならびに研究分担者を中心とする「トンレサップ湖総合学術調査提言委員

会」の現地調査が平成12年度に実施され，わずか2週間あまりの調査期間にもかかわらず，生物，水

文，地質・地形，そして水産の各調査分野において，この湖の学術上の希少性ならびに社会的な璽

要性が確認された．それと同時にこの湖の生物多様性の維持機構を評価する急務性が明確なものと

なり，そのためにはこの湖特有の環境条件をまず明らかにし，その結果をふまえて水界生態系の中
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